










































































































物語 6 9 15
伝記 6 4 10
科学読み物 5 2. 7
民話 1 2 3
その他 1 1 2
のことか ら分かったのは,何かを
して本 を利用 した りする人よ り,楽 しむた
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P : 「レッツゴー」 と 「行ってみよ う」は同 じ意味
なので二つを合わせた らいいです。

















I): 「冷静に考えて地球温暖化を進 ませ るな」 とい
う意味 だか ら.「頭 を冷や して地球 を冷やせ」が
いい と思います。
P : 「今の地球は暑い」はボデ ィーコピーに入れた








































































































































③ 画 室団 について考えさせる。
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P :先 生 . この文 革 が書 かれ たの はいつ です か ?
T :1997年 とい う記述 が あ ります。
料 :1997年 にか か れた 本 な ら40年 後 は2037年 に な り















P : ヒ ー ト ア イ ラ ン ドの 原 因 の う ち , 緑 地 は 減 少 し
て い ま す 。 増 大 の 矢 印 が あ る け ど お か し い と 思 い
ま す 。
A :図 を 見 て く だ さ い 。 増 加 し て い る の は . 四 角 で
囲 ん で あ る 3 つ だ け で す 。
P :ふ ー ん 。 で も ち ょ っ と わ か り に く い ね 。 位 置 を
変 え た ら ど う ?
Aくんたちは.読み取りの段階では.原因として
「増大」するものと「減少」するものとをとらえてい
たが.この二つがどのように関係しあって温暖化につ
ながるのか.というところまでは読み取ることができ
ていなかった。図式化することによって.曖昧な部分
が揮在化し.教材文の内容を細かく読み取ることがで
きた。
なお.この授業は.教材文の後半では,「増大」す
ることよりも,「減少」ことに焦点化して論が展開さ
れていることを読み取ることへとつながった。
(3)授業を振り返って
○　生徒の反応は良好であり指定的感想が多かった。
(「rヒートアイランドj　で図式化をしてみて㍉単語
でしか書いてないので要点がよくわかる。」「図式化
することで考えが整理できる。」「文章の図式化には
内容理解が必要なので,内容理解力がすごくつい
た。」)
○　作図のポイントとして次の指導が有効であること
がわかった。
ア.図の中の情報が多すぎる　→　タイトルからキ
ーワードを探す(情報の焦点化)
ィ.文章になっている　→　単語にする(情報の焦
点化)
ウ.罫線の使い方　→　関係を示す記号
工.結論が不明瞭　→　展開の示し方の工夫(論理
的構造を捉えそれを表現する力)
○　図式化することによって.言葉を注意深く読むよ
うになったり.文中のグラフや図にこめられている
書き手の意図を意識したりするようになった。
○　今後は図式化により見えなくなるもの(文章表現
の巧みさ。筆者独自の文体など)もあることに気付
かせる。
○　図式化の学習にふさわしい文章と,不向きな文章
がある。効果的に図式化の力を育成するためにも.
教材選定と,初級から,中級・上級へと段階的な教
材の選択を行う必要性がみる。
○　最終目標は卒業までに「課題発見→情報収集→情
報選択・分析→情報再構成(図式化)→情報発信」
を一人で行うことができる力を育成することであ
る。目標達成のためのカリキュラム.指導のあり方
を整理する。
(民川あゆ子)
5.考察
先の実践1.2をとおして見えてきたことを「2(2)
研究の目的」に沿って整理する。
①　情報発信の立場の体験
広告をつくるために既存の広告を鑑官するという活
動は.子どもたちを情報の発信者の立場に立たせるこ
とにつながった。言葉の使い方,絵の表す意味,レイ
アウトの仕方など,作り手の工夫を次々見つけていく
ことができた。また.情報発信者の立場に立つという
ことは,読み手の反応を考慮する活動を促すことにも
なった。たとえば.かたもみ会社の「天国の気持ちよ
さ」の場合も.受け▼手によっては誤解する場合がある
という感想が出ると.(授業の中では反論していたが),
それが作品づくりに敏感に表れている。
なお,情報剰言者になるためには,情報発信者とい
う実感がもてるように.環境づくりが重要であること
は言うまでもない。学校生活の中でチビもたちが「は
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的に行っている「会社」という活動と同語の授業を関
連づけて実施したのは.そういう点で効果的であった
と思われる。
②　言語情報以外の情報への百目
第1時のポスター鑑賞の時から,子どもたちの関心
は言葉よりも絵や写真などの映像情報に向いていた。
このことは.ポスターづくりの過程でも変わらなかっ
た。授業者が.言葉による表現を重点的に指導しよう
としたにもかかわらず.子どもたちは.デジタルカメ
ラ.コンピューターなどの映條機器を使った言葉以外
の情報(絵.写真)の操作に多くの時間を費やした。
情報社会にお。いて映像がもたらす影響を再確認するこ
とになった。もっとも,自分たちの思いを言葉だけで
表現するには末だ発展途上であるという子どもたちの
実態を考慮すれば,映像情報が子どもたちの表現を補
ったととらえることもできる。また.映像情報を手が
かりにして,言葉を吟味する学習へと発展させるる可
能性もある。さらに.映像を作成した描影者の視点に
着目させれば.子どもたちに出来事をとらえる新たな
視点を学習させることにもつながるだろう。
(彰　書き出し・書き直しによる読みの深化拡充
子どもたちはテキストから読み取ったことを図式化
するために.ずいぶん苦労していた。何度もテキスト
の該当部分を読み返し,書き込みをしながら一つの図
を作っていた。漠然とした初発の読みは.このような
過程をへて,少しずつはっきりとした読みへと変わっ
ていった。図式化するという発想が,繰り適し読み直
すことを促し.精確に読もうとする態度を促したとい
える。
また.図式化することで子どもたち一一人ひとりの読
みは.目に見える形で顕在化することになる。そして.
図式化したものは見比べることによって.読みの吟味
を促すことになった。「ヒートアイランド」では.「増
加する」という言葉を過大評価した図を書いたために,
温暖化の四つの要因がどのような関係で取り上げられ
ているか.筆者のどのような意図が推測されるか.と
いう読みへと深めていくことができた。
④　相互交流による他者理解
広告づくりも図式化の学習も.授業の中でお互いの
作品や意見を交流することを大切にした。これは,よ
りよい作品を作るために.より深い読みとりをさせる
ために有益であると考えたからである。糾互交流によ
って.十分とはいえないかもしれないが.その日的は
おおよそ達成することができた。
また.相互交流は.他者の考えを知ることをとおし
て他者理解を促していることも再確認することができ
た。作品の共同糾作の過程で生じる人間関係上の問題
の角事夫.作品の形が整っていく過程で再発見される他
者の立場や他一古の視点,そして,作品の完成や読みの
変容が生まれた時に感じる青び.これらの体験は.子
どもたちに他者と学び合うことの意義を自覚させると
ともに,より豊かにより多角的に他者を見る見方を育
んでいると思われる。
(木本一成)
6.まとめ
メディアリテラシーの育成は将来にわたる国語教育
の研究と実践において重要な課題である。私たちはこ
れを従来からの取り組みの延長線上に位置づけた。
実践例1(杉川実践)では.広告を作るという活動
を通じて読み書きの実践能力を高めることが.実践例
2(官川実践)では「図式化」を通して文章の読解ス
キルを高めることがそれぞれめざされていた。いずれ
も,ことばを用いた文化実践(eulturalpractiee)を通し
ての学習であったと考えることができる。小・中国語
科の9年間を適して.国語科単元学習を進める中で.
どのような文化実践を適してリテラシーを育てていく
べきなのか、ということを試行錯誤しつつ明らかにし
ていこうとする取り組みの一環である。
「今後の課題」の④にも述べたように.今後は,こ
うしたことばの文化実践が.相互交流を介してどのよ
うに他者理解・相互理解に結んでいくのかというこ
と.あるいは.いかなるかたちでことばによる人間理
解の基礎となっていくのかということを探究していく
必要がある。それが.私たちのコミュニケーションを
支える力の解明へとつながっていくことは確かであ
り、国語科はいかなるかたちで異文化理解とメディア
学習を支える力になるのかという問いをさらに探る営
みになることも確かである。
(山元隆春・佐々木勇)
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